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調
停
者
の

弱
さ

が
意
味
す
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も
の

｜
｜
調
停
者

当
事
者
間
関
係
に
関
す
る
一
考
察

兼
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太
郎

は
じ
め
に

一

調
停
の
「
理
念
」
と
限
界

二

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
技
法
」

（
一
）
調
停
者
の
立
場

（
二
）
学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
技
法
」

三

調
停
者
の
「
責
任
」
と
「
信
頼
」

お
わ
り
に
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は

じ

め

に

二
〇
〇
〇
年
代
、
と
り
わ
け
二
〇
〇
四
年
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
法
公
布
前
後
よ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
（
裁
判
外
紛
争
処
理
）
へ
の
社

会
的
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
例
え
ば
、
近
時
、
新
聞
紙
上
等
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
「
Ａ
Ｄ
Ｒ
」
と
名
の
つ
く
も
の
を
試
み
に
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
も
、

原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ
」、

金
融
Ａ
Ｄ
Ｒ
」
な
ど
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い１

）。
も
ち
ろ
ん
、
一
言
で
「
Ａ
Ｄ
Ｒ
」
と
い
っ
て
も
、
そ
の

内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
目
的
も
様
々
で
あ
る２

）。
と
は
言
え
、
一
般
に
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
普
及
を
政
策
的
に
後
押
し
す
る
立
場
か
ら
は
、
裁

判
と
の
対
比
に
お
け
る
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
「
迅
速
性
」
・
「
効
率
性
」
・
「
コ
ス
ト
の
軽
減
」
等
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
裁
判
と
そ

の
他
の
紛
争
解
決
機
関
と
の
役
割
分
担
に
よ
り
、
結
果
と
し
て
の
紛
争
解
決
シ
ス
テ
ム
全
体
の
効
率
化
・
実
効
化
が
図
ら
れ
る
点
が
強
調
さ

れ
て
い
る３

）。

本
稿
は
、
こ
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
一
つ
で
あ
り
、
主
に
北
米
で
発
展
し
、
現
在
わ
が
国
で
も
導
入
が
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
「
調
停
（
メ
デ
ィ
エ
ー

シ
ョ
ン
）」
｜
中
立
的
な
第
三
者
が
紛
争
当
事
者
間
の
対
話
に
媒
介
す
る
こ
と
で
、
当
事
者
間
の
主
体
的
な
解
決
・
合
意
形
成
を
支
援
す
る

方
法
で
、

対
話
促
進
型
調
停
」、

自
主
交
渉
支
援
型
調
停
」
と
も
言
わ
れ
る４

）｜
を
対
象
と
し
、
調
停
の
場
・
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
調
停
者

と
当
事
者
と
の
相
互
作
用
に
着
目
し
、
調
停
者
の
機
能
・
役
割
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る５

）。

と
こ
ろ
で
既
に
、
調
停
者
の
役
割
・
機
能
に
関
す
る
研
究
は
数
多
く
存
在
す
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
本
稿
は
調
停
者
の
役
割
・

機
能
を
問
題
と
す
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
既
存
の
調
停
研
究
の
多
く
が
と
っ
て
い
る

調
停
者
は
当
事
者
に
対
し

て
い
か
な
る
役
割
を
果
た
す
（
べ
き
な
）
の
か

と
い
う
視
点
に
加
え６

）、

当
事
者
か
ら
調
停
者
の
役
割
は
ど
の
よ
う
に
観
察
さ
れ
て
い
る

の
か

あ
る
い
は

調
停
者
と
当
事
者
と
の
相
互
作
用
の
中
で
調
停
者
は
い
か
な
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
の
か

と
い
う
視
点
が
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
調
停
が
当
事
者
の
主
体
性
を
強
調
す
る
な
ら
ば
、
当
事
者
と
の
相
互
関
係
に
お
け
る
調
停
者
の
位
置
づ
け
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
は
意
義
が
あ
ろ
う
。
も
う
ひ
と
つ
は
、

調
停
者
は
い
か
な
る
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
の
か
を
、
調
停
を
利
用
す
る
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当
事
者
は
十
分
に
理
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

と
い
う
前
提
か
ら
出
発
す
べ
き
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
当
事
者
は
調

停
の
場
で
調
停
者
に
初
め
て
出
会
う
。
各
当
事
者
は
、
相
手
当
事
者
に
対
し
て
と
同
時
に
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
）、
調
停
者
を
意
識
せ

ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う７

）。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
当
事
者
が
発
す
る
で
あ
ろ
う

調
停
者
と
は
一
体
何
者
で
あ
る
の
か

と
い
う
素

朴
な
疑
問
に
つ
い
て
、
今
一
度
、
真
摯
に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

か
か
る
問
題
意
識
の
も
と
、
本
稿
は
次
の
よ
う
な
構
成
を
と
る
。
ま
ず
最
初
に
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
調
停
（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ

ン
）
の
「
理
念
」
を
確
認
す
る
（
第
一
節
）。
次
に
、
調
停
の
場
で
用
い
ら
れ
る
「
技
法
」
に
着
目
し
、
当
事
者
と
調
停
者
と
の
関
係
性
を

考
察
す
る
（
第
二
節
）。
さ
ら
に
、
調
停
者
の
責
任
・
役
割
と
調
停
者
に
対
す
る
信
頼
の
問
題
を
考
察
す
る
（
第
三
節
）。
最
後
に
本
稿
の
議

論
を
簡
単
に
振
り
返
っ
た
上
で
ま
と
め
を
行
う
（

お
わ
り
に
」）。

な
お
、
予
め
誤
解
の
な
い
よ
う
に
申
し
添
え
て
お
く
と
、
本
稿
は
、
調
停
な
い
し
調
停
者
を
批
判
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
筆
者
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は
、
調
停
や
調
停
者
の
限
界
の
一
部
を
析
出
す
る
こ
と
が
調
停
の
可
能
性
・
有
効
性
を
逆
照
射
す
る
も
の
で

あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

１
）

例
え
ば
、
朝
日
新
聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
用
い
た
検
索
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
末
ま
で
の
六
ヶ
月
間
に
「
Ａ
Ｄ
Ｒ
」
と
い
う
言
葉
が
用

い
ら
れ
た
記
事
は
、
四
六
七
件
に
の
ぼ
る
。

２
）

Ａ
Ｄ
Ｒ
の
類
型
化
に
あ
た
っ
て
は
、
い
く
つ
か
の
視
点
が
考
え
ら
れ
る
が
、
例
え
ば
、
山
本
和
彦
・
山
田
文
『
Ａ
Ｄ
Ｒ
仲
裁
法
』

日
本
評
論
社
、
二

〇
〇
八
年
）
一
八
〜
二
八
頁
で
は
、

一
）
運
営
者
、

二
）
紛
争
類
型
、

三
）
手
続
種
類
、

四
）
そ
の
他
の
基
準
、
と
い
う
複
数
の
視
点
で
分
類
し
て

い
る
。

３
）

例
え
ば
、
司
法
制
度
審
議
会
「
司
法
制
度
審
議
会
意
見
書
｜
二
一
世
紀
の
日
本
を
支
え
る
司
法
制
度
」（
二
〇
〇
一
年
）
三
五
頁
で
は
、

裁
判
外
の

紛
争
解
決
手
段
（
Ａ
Ｄ
Ｒ
）
は
、
厳
格
な
裁
判
手
続
と
は
異
な
り
、
利
用
者
の
自
主
性
を
活
か
し
た
解
決
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
営
業
秘
密
を
保
持
し
た
非

公
開
で
の
解
決
、
簡
易
・
迅
速
で
廉
価
な
解
決
、
…
（
中
略
）
…
柔
軟
な
対
応
も
可
能
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

４
）

主
要
な
調
停
の
タ
イ
プ
に
は
「
評
価
型
調
停
モ
デ
ル
」

ev
a
lu
a
tiv
e
 
m
ed
ia
tio
n

）
と
「
対
話
促
進
型
調
停
モ
デ
ル
」

fa
cilita

tiv
e
 
m
ed
ia
-
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tio
n

）
が
存
在
す
る
。
そ
の
他
、

変
容
型
調
停
」、

ナ
ラ
テ
ィ
ブ
調
停
」
な
ど
も
あ
る
。
な
お
、
理
論
面
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
の
ひ
と
つ
は
ロ
ン
・
フ
ラ
ー

の
調
停
に
関
す
る
論
文
で
あ
る
。F

u
ller,

L
(1971)

“M
ed
ia
tio
n
:Its F

o
rm
s a
n
d F

u
n
ctio

n
s,”

S
ou
th
ern C

aliforn
ia L

aw
 
R
eview

 
44,

p
p
.305

339.

フ
ラ
ー
は
、
外
的
規
準
や
規
則
よ
り
も
当
事
者
間
の
関
係
の
う
ち
に
あ
る
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
に
依
拠
す
る
調
停
は
、
訴
訟
よ
り

も
優
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

５
）

た
だ
し
、
本
稿
の
議
論
は
十
分
に
記
述
的
な
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
理
論
的
可
能
性
に
留
ま
っ
て
い
る
。

６
）

例
え
ば
、
山
田
文
「
調
停
に
お
け
る
私
的
自
治
の
理
念
と
調
停
者
の
役
割
」
民
訴
雑
誌
四
七
（
二
〇
〇
一
年
）
二
二
八
〜
二
三
四
頁
。

７
）

レ
ビ
ン
小
林
久
子
『
解
説
・
同
席
調
停
｜
そ
の
流
れ
と
技
法
』

日
本
加
除
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
四
四
頁
に
よ
れ
ば
、
調
停
の
開
始
直
後
は
、

当

事
者
も
相
手
に
対
す
る
意
識
が
強
く
、
調
停
人
に
対
し
て
も
疑
心
暗
鬼
の
状
態
」
に
あ
る
。

一

調
停
の
「
理
念
」
と
限
界

ま
ず
は
、
議
論
の
出
発
点
と
し
て
、
調
停
の
「
理
念
」
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
近
時
、
調
停
を
含
め
た
Ａ
Ｄ
Ｒ
は
、

そ
の
特
徴
と
し
て
、

迅
速
性
」
・
「
効
率
性
」
・
「
コ
ス
ト
の
軽
減
」
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
わ
が
国
に
先
立
つ
一
九
七

〇
年
代
に
展
開
さ
れ
た
北
米
の
Ａ
Ｄ
Ｒ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
必
ず
し
も
、

迅
速
性
」
等
の
み
に
は
還
元
さ
れ
な
い
「
理

念
」
の
存
在
が
見
え
て
く
る
。

米
国
の
政
治
学
者
・
法
人
類
学
者
で
あ
る
ハ
リ
ン
ト
ン
と
メ
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
米
国
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
調
停
に
は
三
つ
の
志
向

（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
が
あ
る
と
い
う８

）。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
「
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
志
向
」
で
あ
り
、
紛
争
の
振
り
分
け
を
通
じ
て

司
法
資
源
の
合
理
的
配
分
・
効
率
化
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

社
会
改
革
志
向
」
で
あ
り
、
新
し
い
民
衆
司
法
の
形
を
通
じ

た
社
会
の
改
革
を
志
向
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
自
治
の
強
化
や
法
的
意
思
決
定
の
分
権
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
第
三
に
、

個
人
の
成

長
志
向
」
で
あ
り
、
個
人
が
自
ら
の
生
を
自
ら
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
こ
と
、
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
志
向
す
る
も
の
で
あ

論 説
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る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
志
向
は
相
互
に
絡
み
合
い
つ
つ
も
、
次
第
に
「
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
志
向
」
を
中
核
に
、

個
人
の
成
長
志
向
」

が
付
随
す
る
か
た
ち
へ
と
収
斂
し
て
い
っ
た
と
す
る９

）。

ま
た
、
レ
ビ
ン
小
林
に
よ
れ
ば
、
Ａ
Ｄ
Ｒ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
背
景
に
は
、
大
き
く
「
非

法
化
」
と
「
脱

法
化
（
反

法
化
）」
の
考
え
方

が
あ
る10

）。

非

法
化
」
の
考
え
方
は
、
行
き
過
ぎ
た
「
法
化
」

訴
訟
）
社
会
に
対
し
て
、
長
期
化
・
高
額
化
・
当
事
者
に
と
っ
て
の
プ
ロ
セ

ス
の
不
鮮
明
さ
な
ど
の
裁
判
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
軽
減
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る11

）。
他
方
、

脱

法
化
（
反

法
化
）」
の
考
え
方
は
、

規
格
化
・
儀
式
化
し
た
裁
判
で
は
真
の
紛
争
解
決
は
得
ら
れ
ず
、
当
事
者
自
身
の
自
己
解
決
こ
そ
が
最
も
望
ま
し
い
と
す
る
、

法
化
」
に

対
す
る
よ
り
根
源
的
な
批
判
で
あ
る12

）。
そ
し
て
こ
の
「
脱

法
化
（
反

法
化
）」
の
考
え
の
影
響
を
受
け
て
い
る
の
が
、
調
停
（
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
）
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
米
国
で
の
調
停
へ
の
動
き
は
、

反
体
制
運
動
」
に
そ
の
起
源
を
持
つ
も
の
で
も
あ
る13

）。
米
国
に
お
い

て
、

Ａ
Ｄ
Ｒ
」
の
「a

ltern
a
tiv
e

」
性
は
、
仲
裁
で
は
な
く
、
調
停
に
よ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
と
い
う14

）。
こ
の
よ
う
に
調
停
は
、
そ
の

「
理
念
」
の
う
ち
に
、

迅
速
性
」
・
「
効
率
性
」
・
「
コ
ス
ト
の
軽
減
」
を
一
義
的
に
は
目
指
し
て
い
な
い
も
の
を
も
含
む
こ
と
に
留
意
す

る
必
要
が
あ
る
。

か
か
る
調
停
の
「
理
念
」
に
忠
実
で
あ
ろ
う
と
す
る
立
場
は
、

迅
速
性
」
・
「
効
率
性
」
・
「
コ
ス
ト
の
軽
減
」
の
み
に
は
還
元
で
き
な

い
、
調
停
固
有
の
存
在
意
義
を
強
調
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ひ
と
つ
は

調
停
の
非

権
力
性

で
あ
り15

）、
も
う
ひ
と
つ
は

当
事
者
主
体
の

問
題
解
決

で
あ
る16

）。
筆
者
自
身
も
、
北
米
型
「
調
停
」
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
調
停
固
有
の
意
義
は
こ
の
二
点
に
あ
る
こ
と
に
、
異
議
を

差
し
挟
む
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
な
お
さ
ら
、
当
事
者
と
調
停
者
と
の
関
係
性
・
相
互
作
用
に
着
目
し
た
上
で
、
こ

の
二
点
を
、
次
の
よ
う
な
問
題
意
識
の
も
と
で
原
理
的
に
考
察
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
、

調
停
の
非

権
力
性

に
関
し
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
単
に
国
家
が
介
入
し
て
い
な
い
状
況
の
み
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

換
言
す
れ
ば
、
国
家
が
介
入
す
る
と
「
権
力
的
」
で
あ
り
、
国
家
が
介
入
し
な
け
れ
ば
「
非

権
力
的
」
だ
、
と
言
い
う
る
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
早
川
は
、
最
終
的
な
国
家
権
力
等
の
強
制
力
を
背
景
と
し
た
「
権
力
的
紛
争
処
理
シ
ス
テ
ム
」
と
し
て
の
裁
判
と
対
比
し
、
調
停

（79-３- ）529 321
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を
「
非
権
力
的
紛
争
処
理
シ
ス
テ
ム
」
で
あ
る
と
す
る17

）。
確
か
に
、
伝
統
的
な
権
力
観
か
ら
す
れ
ば
、
国
家
と
の
直
接
的
な
関
係
性
の
有
無

は
、

権
力
」
╱
「
非

権
力
」
を
分
か
つ
上
で
の
ひ
と
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
る
に
は
違
い
な
い
。
し
か
し
、
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
が

そ
の
権
力
論
の
中
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
は
、
大
文
字
の
国
家
が
登
場
し
な
い
日
常
の
ミ
ク
ロ
な
空
間
で
こ
そ
、
網
の
目
の
よ
う
な
権
力
が

発
生
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か18

）。
国
家
が
関
与
し
な
い
こ
と
が
、
直
ち
に
「
非

権
力
」
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ

う
。こ

の
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
を
ベ
ー
ス
に
、
調
停
空
間
に
お
け
る
「
統
治
的
権
力
」
の
問
題
を
批
判
的
に
考
察
し
た
の
が
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
パ

ブ
リ
ッ
チ
で
あ
る19

）。
パ
ブ
リ
ッ
チ
は
、
調
停
当
事
者
主
体
の
自
由
な
領
域
（
私
的
自
治
の
領
域
）、
つ
ま
り
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
領
域
で
こ

そ
、

調
停
者
が
解
決
策
を
押
し
付
け
る
か
ら
権
力
的
で
あ
る

と
い
う
次
元
と
は
異
な
る
、
調
停
者
の
ミ
ク
ロ
な
権
力
が
作
動
す
る
と
し
、

調
停
者
が
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
当
事
者
を
告
白
さ
せ
、

紛
争
を
し
な
い
自
己
」
へ
と
変
容
さ
せ
る
こ
と
に
、
フ
ー
コ
ー
の
「
司
牧

型
権
力
」
の
発
生
を
見
る
の
で
あ
る20

）。
も
ち
ろ
ん
、
フ
ー
コ
ー
の
権
力
論
は
突
き
詰
め
て
い
く
と
無
限
に
拡
大
し
う
る
し
、
そ
も
そ
も
人
び

と
の
間
に
相
互
作
用
が
あ
る
限
り
、
権
力
関
係
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

問
題
は
、
調
停
の
場
・
プ
ロ
セ
ス
自
体
が
、
調
停
者
の
ミ
ク
ロ
な
権
力
の
行
使
に
対
し
謙
抑
的
な
構
造
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
に
あ
る
。

こ
の
調
停
の
場
に
お
け
る
ミ
ク
ロ
な
権
力
関
係
を
考
え
る
上
で
示
唆
的
な
の
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
調
停
実
務
家
で
あ
り
調
停
研
究
者
で

も
あ
る
モ
ー
ガ
ン
・
ブ
リ
ッ
グ
の
議
論21

）で
あ
る
。
ブ
リ
ッ
グ
は
、
パ
ブ
リ
ッ
チ
の
展
開
す
る

調
停
は
権
力
的
統
治
と
し
て
作
用
す
る

と

い
う
批
判
的
議
論
を
重
要
な
指
摘
だ
と
受
け
と
め
る
。
そ
の
上
で
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
や
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス
の
倫
理

性
の
議
論
を
援
用
し
つ
つ
、
当
事
者
と
調
停
者
と
の
相
互
作
用
は
権
力
関
係
で
あ
る
と
同
時
に
、
権
力
的
統
治
の
変
容
可
能
性
を
孕
ん
で
お

り
、
調
停
者
が
自
ら
の
技
術
的
能
力
の
限
界
を
自
覚
し
、
当
事
者
へ
の
感
受
性
を
高
め
る
こ
と
が
、
統
治
と
し
て
計
画
さ
れ
た
調
停
技
術
の

裂
け
目
に
な
る
、
と
い
う
議
論
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
当
事
者
と
調
停
者
と
の
相
互
作
用
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
調
停
者
の
行
使
す
る

「
技
法
」
の
問
題
と
も
絡
め
て
、
次
節
の
「
二

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
技
法
」」
に
お
い
て
、
あ
ら
た
め
て
考
察
す
る
。

（法政研究79-３- ）322 530
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次
に
、

当
事
者
主
体
の
問
題
解
決

に
関
し
て
で
あ
る
が
、
問
題
解
決
の
主
体
が
当
事
者
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
調

停
者
は
当
事
者
か
ら
い
っ
た
い
い
か
な
る
役
割
を
担
う
者
と
し
て
観
察
（
期
待
）
さ
れ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
く
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、

調
停
者
と
は
結
局
何
を
行
う
者
な
の
か

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
教
科
書
的
な
模
範
解
答
は
、

調
停
者
の
役
割
は
、
中
立
的
な
第
三
者
と
し
て
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
を
管
理
す
る
こ
と
で
（
話
し
合
い
の
場
を
仕
切
る
こ
と
で
）、
当
事
者

の
自
己
決
定
・
合
意
形
成
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
」、
あ
る
い
は
、

調
停
者
は
、
紛
争
当
事
者
が
陥
っ
て
い
る
「
認
知
的
バ
イ
ア
ス
」
を

解
消
・
緩
和
し
、
当
事
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
自
己
決
定
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
言
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
、
当
事
者

を
「
支
援
」
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
か
。
そ
も
そ
も
、

調
停
者
と
当
事
者
と
は
水
平
的
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
理
念

と
、

調
停
者
が
徹
底
的
に
調
停
の
場
を
仕
切
る
こ
と
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
へ
の
強
い
志
向

と
に
は
、
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
紛
争
状
態
に
あ
る
当
事
者
が
陥
る
と
さ
れ
る
「
認
知
的
バ
イ
ア
ス
（
歪
み
）」
を
解
消
・
緩
和
す
れ
ば
、
あ
た
か

も
透
明
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
実
現
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
む
し
ろ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
常
に
受
け
渡
し
損
ね
る
可
能
性
を
孕
ん

で
い
る
の
が
常
態
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、

技
法
」
と
い
う
か
た
ち
に
は
必
ず
し
も
還
元
で
き
な
い
、
調
停
者
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
者
ど
う
し
の
応
答
の
強
度
（
真
摯
さ
）
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
主
に
「
三

調
停

者
の
「
責
任
」
と
「
信
頼
」
に
お
い
て
、
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

８
）

H
a
rrin

g
to
n
,C a

n
d M

erry
,S
(1988)
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22
4,
p
p
.709

735.

９
）

Ib
id
.,
p
p
.709

735.

10
）

レ
ビ
ン
小
林
久
子
「
苦
情
相
談
に
お
け
る
調
停
的
解
決
に
つ
い
て
｜
歴
史
的
展
開
と
そ
の
有
用
性
」
ち
ょ
う
せ
い
第
四
八
号
（
二
〇
〇
七
年
）
二

〜
一
一
頁
。

11
）

レ
ビ
ン
小
林
・
前
掲

註
10
）五
〜
六
頁
。

（79-３- ）531 323

調停者の 弱さ>が意味するもの（兼重）



12
）

レ
ビ
ン
小
林
・
前
掲

註
10
）四
〜
五
頁
。

13
）

レ
ビ
ン
小
林
久
子
『
紛
争
管
理
論
｜
新
た
な
視
点
と
方
向
性
』

日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
三
年
）
二
六
五
〜
二
六
九
頁
。

14
）

早
川
吉
尚
「
紛
争
処
理
シ
ス
テ
ム
の
権
力
性
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
お
け
る
手
続
の
柔
軟
化
」
早
川
吉
尚
他
編
『
Ａ
Ｄ
Ｒ
の
基
本
的
視
座
』

不
磨
書
房
、
二

〇
〇
四
年
）
一
一
〜
一
三
頁
。

15
）

早
川
・
前
掲

註
14
）三
頁
以
下
。

16
）

例
え
ば
、
米
国
の
調
停
実
務
の
基
本
書
と
さ
れ
る
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｗ
・
ム
ー
ア
（
レ
ビ
ン
小
林
久
子
訳
・
編
）『
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
｜
紛
争
解
決

に
向
け
た
実
践
的
戦
略
』

日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
八
年
）
五
頁
で
は
、

調
停
（m

ed
ia
tio
n

）
と
は
、
当
事
者
が
選
び
、
限
ら
れ
た
（
ま
た
は
皆
無

の
）
決
定
力
を
持
つ
第
三
者
が
当
事
者
の
同
意
の
も
と
に
介
入
す
る
、
い
わ
ば
、
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
拡
大
、
あ
る
い
は
精
緻
化
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。
…
（
中
略
）
…
決
定
す
る
権
限
は
紛
争
当
事
者
が
持
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
当
事
者
の
主
体
的
な
問
題
解
決
を
強
調
し
て
い
る
。

17
）

早
川
・
前
掲

註
14
）
一
一
〜
一
二
頁
。

18
）

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（
田
村
俶
訳
）『
監
獄
の
誕
生
｜
監
視
と
処
罰
』

新
潮
社
、
一
九
七
七
年
）
一
九
八
〜
二
二
八
頁
。

19
）
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4,p
p
.707

733.

筆
者
は
、
こ
のP

a
v
lich

の
批
判
は
重
要
な
指
摘
だ
と
考
え
る
（
主
流
派
・
実
務
家
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
て
い
な

い
が
）。
し
か
し
、
調
停
の
場
に
お
け
る
調
停
者
と
当
事
者
の
相
互
作
用
と
い
う
側
面
を
、
過
少
評
価
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

20
）

P
a
v
lich

,
ib
id
.

な
お
、
こ
の
パ
ブ
リ
ッ
チ
の
議
論
へ
の
反
論
と
し
て
、
個
々
の
調
停
者
の
善
意
（
つ
ま
り
、
調
停
者
は
自
己
の
都
合
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
当
事
者
の
た
め
に
行
動
し
て
い
る
）
が
持
ち
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
問
題
は
、
調
停
者
が
当
事
者
の
幸
福
を
追
求
す
る
と
こ

ろ
に
権
力
が
発
生
す
る
点
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
パ
ブ
リ
ッ
チ
と
は
異
な
る
観
点
か
ら
、
調
停
技
法
が
当
事
者
を
誘
導
す
る
可
能
性
を
指
摘
し
た
も
の
と
し

て
、
西
田
英
一
「
紛
争
へ
の
第
三
者
関
与
｜
接
触
し
変
形
す
る
主
体
と
声
」
法
社
会
学
第
六
四
号
（
二
〇
〇
六
年
）、
菅
原
郁
夫
「
心
理
学
的
な
視
点
か

ら
見
た
調
停
技
法
の
意
義
」
仲
裁
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
第
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。

21
）

B
rig
g
,
M

(2007)
“G
o
v
ern

a
n
ce a

n
d S

u
scep

tib
ility in C

o
n
flict R

eso
lu
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n
:
P
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二

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
技
法
」

（
一
）
調
停
者
の
立
場

本
稿
が
対
象
と
す
る
調
停
（
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
基
本
的
に
同
席
調
停
で
あ
る
。
調
停
の
場
に
は
、
関
係
当
事
者
と
調
停
者
が
共

に
出
席
す
る
。
つ
ま
り
、
調
停
者
は
、
当
事
者
と
共
に
調
停
の
場
を
構
成
す
る
一
要
素
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
。
中
立
的
な
第
三
者
と
し

て
当
事
者
の
支
援
に
徹
す
る
調
停
者
は
、
例
え
ば
裁
判
官
に
と
っ
て
の
「
法
」
の
よ
う
な
、
何
か
特
権
的
な
後
ろ
盾
を
有
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。

で
は
、
特
権
的
な
後
ろ
盾
を
持
た
な
い
調
停
者
を
支
え
る
も
の
は
何
か
。
そ
れ
は
、

調
停
の
プ
ロ
セ
ス
‖
話
し
合
い
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
う
る
立
場
に
あ
る
は
ず
だ

と
い
う
「
想
定
（
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
）」
で
あ
る
。
対
話
促
進
型
調
停
で
は
、

コ
ン
テ
ン
ツ
に
つ
い
て
の
パ

タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
な
い
が
、
プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
存
在
す
る22

）」
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
調
停
者
が
プ
ロ
セ
ス
に
関
し
パ

タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
介
入
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
調
停
者
は
、
プ
ロ
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
、
当

事
者
に
対
し
様
々
な
働
き
か
け
（
技
法
の
行
使
）
を
行
う
。
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
る
の
が
、
調
停
の
初
期
の
段
階
で
は
調
停
者
を
介
し
て
の

み
話
す
と
い
う
ル
ー
ル23

）と
、
話
し
合
い
の
「
イ
シ
ュ
ー
」

論
点
）
を
確
定
し
、
そ
の
順
番
を
決
定
し
、
話
し
合
い
を
方
向
づ
け
る
こ
と
、

こ
の
二
つ
で
あ
る24

）。

他
方
で
、
当
事
者
も
調
停
人
の
問
い
か
け
に
対
す
る
応
答
を
は
じ
め
と
し
て
、
調
停
者
に
対
し
て
様
々
な
働
き
か
け
を
行
う
。
逆
に
言
え

ば
、
調
停
者
は
、
両
当
事
者
か
ら
の
力
に
不
可
避
的
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
。

両
当
事
者
は
、
自
身
そ

れ
ぞ
れ
が
調
停
者
の
行
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
一
定
程
度
制
御
で
き
る
こ
と
に
」
な
る25

）。
価
値
観
が
ぶ
つ
か
る
異
文
化
間
調
停
の
よ

う
な
さ
ら
に
ハ
ー
ド
な
ケ
ー
ス
で
は
、
ブ
リ
ッ
グ
に
よ
れ
ば
、

調
停
者
は
自
ら
の
調
停
を
不
毛
と
す
る
よ
う
な
複
合
的
な
力
に
さ
ら
さ
れ

（79-３- ）533 325
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る26
）」

の
で
あ
る
。

確
か
に
、
調
停
者
は
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
そ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
が
そ
れ

を
受
容
し
、
調
停
の
場
が
維
持
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
調
停
者
は
、
プ
ロ
セ
ス
管
理
者
と
し
て
絶
対
的
に
安
定
な
立
場

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
常
に
動
態
的
な
揺
ら
ぎ
の
中
に
あ
る27

）と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
調
停
は
、

継
続
的
社
会
関
係
」
に
あ
る
当
事
者
間
の
紛
争
の
解
決
に
向
い
て
お
り
、
ま
た
実
際
に
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
多

い
と
言
わ
れ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
長
期
的
ス
パ
ン
に
た
て
ば
、
当
事
者
間
の
過
去

未
来
に
わ
た
る
関
係
に
、
調
停
者
は
た
ま
た
ま
一
時

的
に
関
与
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
調
停
の
場
で
行
わ
れ
る
「
合
意
」
や
「
解
決
」
は
、
何
ら
か
の
区
切
り
を
つ
け
る
、
関
係

に
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
持
つ
、
と
い
う
意
味
で
は
重
要
だ
が
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で
も
な
い
。
ま
た
、
調
停
の
場
で
は
、
裁
判
や

仲
裁
等
と
は
異
な
り
、

判
決
」
や
「
裁
定
」
と
い
う
か
た
ち
で
の
第
三
者
か
ら
の
「
最
終
審
級
の
鐘
」
は
常
に
鳴
り
響
か
な
い
。
調
停
の

開
始
も
終
結
も
、
形
式
的
に
は
調
停
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
両
当
事
者
の
判
断
で
あ
る
。
調
停
者
の
関
与
し
う
る

余
地
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
帰
結
さ
れ
る
こ
と
は
、
調
停
者
は
、
調
停
の
場
を
構
成
す
る
一
要
素
と
し
て
、
当
事
者
と
共
に
常
に
不
安
定
な
状
態
に

あ
る
（
少
な
く
と
も
プ
ロ
セ
ス
を
一
方
的
・
安
定
的
に
管
理
し
う
る
立
場
に
は
な
い
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
調
停
者
は
、
パ
ブ

リ
ッ
チ
が
指
摘
す
る
よ
う
な
「
司
牧
型
権
力
」
を
行
使
す
る
「
司
牧
」
足
り
え
な
い
の
で
あ
る28

）。
あ
る
意
味
で
、
調
停
実
務
に
お
い
て
、
調

停
者
の
プ
ロ
セ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
調
停
者
の
立
場
の

弱
さ
（v

u
ln
era

b
il-

ity

）

を
い
か
に
緩
和
・
解
消
す
る
╱
見
え
に
く
く
す
る
か
と
い
う
戦
略
で
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
む
し
ろ
、
調
停
者
の
こ
の
立

場
の

弱
さ

こ
そ
が
、
調
停
者
の
ミ
ク
ロ
な
権
力
の
行
使
を
、
い
わ
ば
構
造
的
に
謙
抑
化
さ
せ
る
契
機
と
も
な
り
う
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

22
）

入
江
秀
晃
「
調
停
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
交
渉
理
論
」
棚
瀬
孝
雄
他
編
『
小
島
武
司
先
生
古
希
祝
賀
（
続
）
権
利
実
効
化
の
た
め
の
法
政
策
と
司
法
』
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商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）
一
九
九
〜
二
〇
〇
頁
。

23
）

例
え
ば
、
レ
ビ
ン
小
林
・
前
掲

註
７
）四
三
〜
四
五
頁
。

24
）

例
え
ば
、
レ
ビ
ン
小
林
・
前
掲

註
７
）五
〇
頁
。

25
）

和
田
仁
孝
「
言
説
制
御
を
め
ぐ
る
支
配
と
抵
抗
｜
同
席
調
停
の
意
義
と
可
能
性
」
井
上
治
典
・
佐
藤
彰
一
編
『
現
代
調
停
の
技
法
｜
司
法
の
未
来
』

判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
一
九
九
九
年
）
三
一
五
頁
。

26
）

B
rig
g
,
o
p
.
cit.,

p
p
.37

〜38.

な
お
、
ブ
リ
ッ
グ
は
、
こ
の
力
を
、
統
治
権
力
に
亀
裂
を
走
ら
せ
、
他
の
可
能
性
を
開
く
も
の
と
し
て
、
評
価
し
て

い
る
。

27
）

高
橋
裕
「B

o
th
 
S
id
es N

o
w

｜
交
互
面
接
方
式
調
停
と
同
席
方
式
調
停
」
仲
裁
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
第
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九
三
〜
九
五
頁
は
、
メ
デ
ィ

エ
ー
シ
ョ
ン
（
同
席
方
式
調
停
）
に
お
け
る
、
対
立
す
る
当
事
者
と
調
停
者
と
い
う
布
置
状
況
が
も
た
ら
す
政
治
学
（
力
学
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
相
互

行
為
と
し
て
の
調
停
は
、
両
当
事
者
と
調
停
者
と
の
間
に
常
に
生
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

28
）

但
し
、
見
方
を
か
え
れ
ば
、

司
牧
な
き
司
牧
型
権
力
」
と
も
言
え
、
よ
り
微
細
か
つ
精
緻
に
作
用
す
る
「
権
力
」
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
で
き
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
ゆ
だ
ね
た
い
。

（
二
）

学
習
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
の
「
技
法
」

こ
こ
で
、
調
停
の
「
理
念
」
と
は
一
旦
切
り
離
し
て
、
調
停
の
機
能
面
に
着
目
す
れ
ば
、
そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
は
、
争
点
を
多
元
化
し
、

協
議
・
交
渉
可
能
な
接
点
と
リ
ソ
ー
ス
を
増
や
し
、
包
括
的
に
合
意
形
成
し
や
す
い
基
盤
を
作
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
そ
の
た
め
の
方
法
と
し

て
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
、

二
項
対
立
的
争
点
を
複
数
の
論
点
に
微
分
化
・
脱
構
築
す
る

と
い
う
方
法
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
た
か
も
二
項
対
立
的
に
見
え
る
争
点
を
、
い
く
つ
か
の
論
点
（
イ
シ
ュ
ー
）
に
微
分
化
（
分
解
）
す
る
こ
と
で
、
話
し

合
い
可
能
な
複
数
の
具
体
的
な
問
題
へ
と
落
と
し
込
む
方
法
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、

背
後
に
あ
る
ニ
ー
ズ
を
顕
現
化
さ
せ
る

と
い
う
方

法
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
個
々
の
論
点
（
イ
シ
ュ
ー
）
あ
る
い
は
立
場
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）
の
背
後
に
は
、
そ
の
理
由
と
な
る
ニ
ー
ズ
（
イ
ン
タ

レ
ス
ト
と
も
言
う
）
が
存
在
す
る
と
し
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
方
法
で
あ
る29

）。
こ
れ
に
は
、
一
般
に
「
Ｉ
Ｐ
Ｉ
（
イ
シ
ュ
ー
、
ポ
ジ
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シ
ョ
ン
、
イ
ン
タ
レ
ス
ト
）
分
析
」
が
用
い
ら
れ
る
。
三
つ
目
は
、

問
題
を
参
加
者
の
共
通
問
題
と
し
て
再
構
築
す
る

と
い
う
方
法
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
当
事
者
間
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
解
決
策
を
探
る
べ
く
、
当
事
者
を
敵
対
者
か
ら
共
通
の
問
題
解
決
者
へ
と
転
換
さ
せ
る
方

法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
に
は
、
交
渉
理
論
、
と
り
わ
け
「
ハ
ー
バ
ー
ド
流
交
渉
術
」
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
方
法
を
、
調
停
の
話
し
合
い
の
場
で
具
体
的
に
展
開
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
技
法
」
と
し
て
、
例
え

ば
、

傾
聴
」、

リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
」、

パ
ラ
フ
レ
ー
ジ
ン
グ
」
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
言
い
換
え
の
技
法
で
あ

る
。さ

て
、
こ
れ
ら
の
技
法
は
、
二
つ
の
意
味
で
、

学
習
」
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

技
法
は
調
停
者
と
当
事
者
と
の
間
を
循
環
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
技
法
は
、
調
停
者
が
一
方
的
に
行
使
し
う
る
も
の
で
は
な

く
、
当
事
者
と
の
相
互
作
用
の
中
で
、
お
互
い
に
学
習
し
あ
う
こ
と
で
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
調
停
の
技
法
が
一
般
的

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
「
学
習
」
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。

ま
ず
、
前
者
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
技
法
は
、
調
停
者
か
ら
当
事
者
に
一
方
的
に
行
使
さ
れ
た
結
果
、
当
事
者
が
技
法
の
想
定
通
り
に
応

答
す
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
と
言
う
の
は
、
当
事
者
が
調
停
者
の
技
法
‖
言
葉
を
解
釈
・
受
容
し
て
初
め
て
、
技
法
は
意
味
を
な
す
か

ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
技
法
は
、
調
停
者

当
事
者
と
の
間
に
「
ズ
レ
」
と
「
反
転
可
能
性
」
を
も
た
ら
し
う
る
。
例
え
ば
、
言
い
換
え
の
技

法
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
」
を
例
に
し
て
、
考
え
て
み
よ
う
。

当
事
者
「
こ
ん
な
大
酒
飲
み
と
は
別
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

調
停
者
「
ご
主
人
が
お
酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
結
婚
生
活
は
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

」

言
い
換
え
技
法
の
ひ
と
つ
「
リ

フ
レ
イ
ミ
ン
グ30

）」）

当
事
者
の
応
答
【
一
】

そ
う
と
も
言
え
ま
す
ね
」

（法政研究79-３- ）328 536
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当
事
者
の
応
答
【
二
】

そ
う
い
う
仮
定
の
話
し
で
は
意
味
が
な
い
で
す
。
勝
手
に
言
い
換
え
な
い
で
く
だ
さ
い
」

当
事
者
の
否
定
的
な
言
い
方
を
調
停
者
が
肯
定
的
に
言
い
換
え
る
こ
の
技
法
が
期
待
す
る
当
事
者
の
応
答
は
、
通
常
、
応
答
【
一
】
で
あ

ろ
う
。
こ
の
応
答
が
当
事
者
の
紛
争
の
捉
え
方
を
転
換
す
る
契
機
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
も
の
へ
）
と
な
る
、
と
さ
れ

る
。
し
か
し
、
当
事
者
の
応
答
は
、【
一
】
と
【
二
】
の
い
ず
れ
の
可
能
性
も
あ
る
（
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
他
の
応
答
も
あ
り
う
る
）。
当
事
者

の
解
釈
・
受
容
次
第
で
、
あ
る
い
は
問
題
と
な
っ
て
い
る
紛
争
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
次
第
で
、
そ
の
応
答
は
変
わ
り
う
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
技

法
を
用
い
れ
ば
し
か
じ
か
の
結
果
が
も
た
ら
さ
れ
る
、
と
一
義
的
に
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
あ
る
技
法
が
結
果
と
し
て
う

ま
く
い
っ
た
か
ど
う
か
（
と
感
じ
ら
れ
る
か
）
は
、
結
局
、
事
後
的
に
し
か
確
認
で
き
な
い
。

結
局
の
と
こ
ろ
、
調
停
者
は
、
一
方
的
に
技
法
を
行
使
し
う
る
特
権
的
立
場
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
当
事
者
は
一
方
的
に
技
法
を
行

使
さ
れ
る
客
体
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
例
え
ば
、
技
法
が
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
一
般
的
に
、
調
停
者
の
能
力
・
技
術

の
問
題
に
還
元
さ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
調
停
者
と
当
事
者
が
「
共
に
い
る
こ
と
」

相
互
作
用
」
が
看
過
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る31

）。

次
に
、
調
停
の
技
法
が
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
「
学
習
」
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
当
然
な
が

ら
、
技
法
が
調
停
者
の
「
秘
儀
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
（
も
ち
ろ
ん
、
経
験
の
差
は
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
が
）。
つ
ま
り
、

技
法
は
、
常
に
一
般
化
可
能
な
か
た
ち
で
、
誰
に
で
も
開
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
調
停
の
技
法
は
、
根
本
的
な
と
こ
ろ

で
、
市
民
の
日
常
的
共
通
感
覚
（
コ
モ
ン
セ
ン
ス
）
と
連
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
意
義
が
あ
る
と
思
わ
れ
る32

）。
調
停
の
技
法
の
根
本
は
、
つ

ま
る
と
こ
ろ
、

人
の
話
を
よ
く
聴
く
」、

問
題
の
表
層
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
を
考
え
る
」
な
ど
、
市
民
社
会
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
調
停
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
専
門
家
の
み
な
ら
ず
一
般
市
民
も
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
、
あ
る
い
は
、
欧
米
で
は
調
停
教

育
が
学
校
教
育
（
小
・
中
・
高
）
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

そ
も
そ
も
、
調
停
（
と
り
わ
け
対
話
促
進
型
調
停
）
の
技
法
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
ひ
と
つ
に
「
ハ
ー
バ
ー
ド
流
交
渉
術
」
が
あ
る
が
、
こ
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の
「
ハ
ー
バ
ー
ド
流
交
渉
術
」
は
、
当
事
者
同
士
が
直
接
交
渉
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
停
者
の
よ
う
な
第
三
者
の
介
入

は
所
与
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
ま
た
、
技
法
と
し
て
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
の
関
係
性
が
深
い
変
容
型
調
停
（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ヴ
調

停
）
も
、

第
三
者
（
調
停
者
）
の
支
援
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
当
事
者
は
紛
争
の
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
る
」
と

す
る33

）。
さ
ら
に
は
、
調
停
者
を
介
在
さ
せ
ず
、
当
事
者
が
直
接
対
話
す
る
調
停
（P

a
rty
-D
irected M

ed
ia
tio
n

）
を
提
唱
・
実
践
し
て
い

る
実
務
家
も
存
在
す
る34

）。
あ
る
意
味
、
調
停
の
一
般
的
な
進
め
方
に
お
い
て
、
前
半
は
調
停
者
を
介
し
て
話
し
合
い
、
後
半
で
は
主
に
当
事

者
ど
う
し
が
直
接
話
し
合
う
と
い
う
ス
タ
イ
ル
が
と
ら
れ
る
の
も
、
当
事
者
か
ら
す
れ
ば
、
前
半
部
分
で
「
技
法
」
や
「
話
し
合
い
の
仕

方
」
を
学
習
し
、
後
半
部
分
で
学
習
の
結
果
を
応
用
し
て
い
る
、
と
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
さ
し
あ
た
り
言
え
る
こ
と
は
、
調
停
の
「
技
法
」
は
、
当
事
者
に
も
理
解
・
利
用
可
能
な
も
の
で
あ
り
、
調
停
者
の

み
を
支
え
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
い
っ
た
後
ろ
盾
の
な
い
調
停
者
が
、
唯
一
の
「
切
り
札
」
と
し
て
依
拠
す
る

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

だ
と
す
る
な
ら
ば
、
調
停
者
は
、
調
停
の
技
法
を
当
事
者
に
対
し
て
積
極
的
に
開
示
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
具
体
的
に
は
、

調
停
を
開
始
す
る
前
（
調
停
の
導
入
部
）
に
、
技
法
の
概
要
を
そ
の
背
景
理
念
も
含
め
て
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
紛
争
案
件
に

よ
っ
て
は
事
前
に
時
間
を
と
っ
て
、
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
調
停
者
は
、
学
習
可
能
な
技
法
を
、
プ
ロ

セ
ス
管
理
の
切
り
札
に
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
当
事
者
自
ら
が
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
契
機
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

技
法
」
の
説
明
を
受
け
た
当
事
者
と
調
停
者
と
の
応
答
は
、
先
述
し
た
「
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
」
を
例
に
す
れ
ば
、
例
え
ば
次
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

【
例
一
】当

事
者
「
こ
ん
な
大
酒
飲
み
と
は
別
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
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調
停
者
「
最
初
に
説
明
し
た
や
り
方
で
私
な
り
に
言
い
換
え
て
み
ま
す
と
、
ご
主
人
が
お
酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
結
婚
生
活
は
続
け
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
か

」

※
言
い
換
え
技
法
の
ひ
と
つ
「
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
」
を
明
示
し
て
用
い
る
）

当
事
者
「
な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
前
向
き
な
言
い
換
え
も
で
き
ま
す
ね
。
そ
う
す
る
と
、
結
婚
生
活
が
続
け
ら
れ
る
条
件
を
考
え
て
み

れ
ば
よ
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
」

調
停
者
「
で
は
、
そ
う
し
ま
し
ょ
う
か
」

【
例
二
】当

事
者
「
こ
ん
な
大
酒
飲
み
と
は
別
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

調
停
者
「
別
れ
る
／
別
れ
な
い
と
い
う
結
論
と
は
別
に
、
も
う
少
し
違
う
面
か
ら
問
題
を
捉
え
て
み
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か

例
え
ば
、

私
が
最
初
に
説
明
し
た
や
り
方
な
ど
を
参
考
に
し
て
」

当
事
者
「
う
ー
ん
。
も
し
か
す
る
と
、
主
人
が
お
酒
を
飲
ま
な
け
れ
ば
、
結
婚
生
活
は
続
け
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
」

※
当
事

者
自
ら
が
「
リ
フ
レ
イ
ミ
ン
グ
」
を
行
う
）

調
停
者
「
そ
れ
で
は
そ
れ
も
、
こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
の
項
目
と
し
て
、
取
り
あ
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
か
」

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、【
例
一
】
や
【
例
二
】
の
よ
う
に
当
事
者
が
応
答
す
る
保
障
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
し
か
し
、
技
法
に
関
す
る
最
低
限
の
知
識
・
背
景
理
念
を
調
停
者
と
当
事
者
で
共
有
し
て
お
く
と
い
う
ス
タ
ン
ス
は
、
ひ
い
て
は
、
当

事
者
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
姿
勢
に
も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

も
っ
と
も
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
常
に
受
け
渡
し
損
ね
る
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、

技
法
」
と
い
う
人
為
的
な
か

た
ち
の
み
に
は
必
ず
し
も
還
元
で
き
な
い
、
調
停
者
を
含
む
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
者
ど
う
し
の
応
答
の
強
度
（
真
摯
さ
）
こ
そ
が
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む
し
ろ
問
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
い
も
浮
上
し
よ
う
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
次
節
の
調
停
者
の
「
責
任
」
と
「
信
頼
」
の
問

題
と
も
関
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

29
）

一
般
的
に
、

立
場
（
ポ
ジ
シ
ョ
ン
）」
は
話
し
合
い
・
交
渉
を
通
じ
て
変
わ
り
う
る
も
の
と
さ
れ
る
の
に
対
し
、

ニ
ー
ズ
（
イ
ン
タ
レ
ス
ト
）」
は

基
底
的
で
変
化
し
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

ニ
ー
ズ
」
も
ま
た
、
話
し
合
い
・
交
渉
を
通
じ
て
生
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
上
野
千

鶴
子
『
ケ
ア
の
社
会
学
｜
当
事
者
主
権
の
福
祉
社
会
へ
』

太
田
出
版
、
二
〇
一
一
年
）
七
四
〜
七
六
頁
参
照
。

30
）

レ
ビ
ン
小
林
・
前
掲

註
７
）一
二
頁
。

31
）

こ
の
点
に
つ
き
、B

rig
g
,
o
p
.cit.,

p
34.

は
、
調
停
は
極
め
て
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
ス
キ
ル
が
成
功
す
る
た
め
に
は
当
事

者
か
ら
調
停
者
へ
の
信
頼
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
調
停
者
と
当
事
者
と
の
関
係
を
パ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
も
の
に
す
る
、
と
指
摘
し
て
い
る
。

32
）

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
コ
モ
ン
セ
ン
ス
自
体
を
問
い
直
す
こ
と
は
必
要
で
あ
る
。

33
）

B
u
sh
,
R
.A
.B
 
a
n
d F

o
lg
er,

J.P
(2005)

T
h
e P

rom
ise of M

ed
iation

:
T
h
e T

ran
sform

ative A
pproach to C

on
flict,

Jo
ssey

-B
a
ss,

p
p
.

52
62.

34
）

B
illik

o
p
f,
G
(2009)

P
arty-D

irected
 
M
ed
iation

:
H
elpin

g O
th
ers R

esolve D
ifferen

ces

い

O
n
-L
in
e 2

n
d
 
E
d
ition

否

,
U
n
iv
ersity o

f
 

C
a
lifo

rn
ia
.

も
っ
と
も
、
こ
のP
a
rty
-D
irected

 
M
ed
ia
tio
n

は
、
両
当
事
者
の
同
席
調
停
を
行
う
前
に
、
事
前
準
備
の
た
め
の
「
プ
レ
・
コ
ー
カ

ス
」
を
実
施
す
る
。

三

調
停
者
の
「
責
任
」
と
「
信
頼
」

調
停
に
参
加
す
る
当
事
者
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
何
ら
か
の
か
た
ち
で
の
紛
争
の
解
決
・
決
着
を
期
待
し
て
い
る
。
し
か
し
、
調
停
者
は
、

紛
争
の
解
決
・
決
着
を
当
事
者
に
予・
め・
「
約
束
」
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
言
う
の
は
、
調
停
に
お

人
て
結
果
と
し
て
紛
争
が
解
決
・
決

着
す
る
か

る

か
は
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
の
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

癒

。
一
方
で
、
調
停
が
個

的

の
治

る

を
目

と
す

カ
ウ

﹇

﹈
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ン
セ
リ
ン
グ
と
は
異
な
り
、
あ
く
ま
で
も
社
会
的
な
紛
争
解
決
の
た
め
の
一
手
段
だ
と
主
張
す
る
な
ら
ば
、
調
停
者
は
当
事
者
に
対
し
て
、

い
か
な
る
意
味
に
お
け
る
紛
争
解
決
の
場
を
保
障
し
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
、
プ
ロ
セ
ス
管
理
と
し
て
の
「
技
法
」
を
相
対

化
し
た
上
で
な
お
ま
だ
残
り
う
る
、
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
保
障
に
お
い
て
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
方
向
性
と
し
て
は
、
さ
し
あ
た
り
次
の
三

つ
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
紛
争
の
「
解
決
」
に
拘
泥
す
る
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
当
事
者
が
語
る
場
を
保
障
す
る
、
と
い
う

方
向
性
で
あ
る
。

解
決
」
や
「
合
意
」
は
重
要
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
調
停
の
唯
一
の
目
的
で
は
な
い
（

解
決
」
や
「
合
意
」
の
な
い
調

停
は
失
敗
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
）。
む
し
ろ
、
他
の
紛
争
解
決
手
段
に
は
な
い
、
当
事
者
の
主
導
的
な
「
語
り
」
が
展
開
で
き
る
場

を
十
分
に
保
障
す
る
こ
と
に
、
調
停
の
意
義
と
調
停
者
の
責
任
を
見
出
す
の
で
あ
る
。

第
二
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
調
停
の
話
し
合
い
に
先
立
っ
て
、
当
事
者
を
「
調
停
の
席
に
招
き
い
れ
る
」
役
割
を
担
う
、
と
い
う
方
向
性

で
あ
る
。
調
停
の
話
し
合
い
の
場
は
あ
く
ま
で
も
当
事
者
が
主
体
と
な
り
そ
の
結
果
に
も
責
任
を
負
う
一
方
で
、
調
停
者
は
、
話
し
合
い
の

入
り
口
で
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
の
で
あ
る
。
当
事
者
に
対
し
、
例
え
ば
、
調
停
と
調
停
者
・
当
事
者
の
役
割
を
説
明
し
、
紛
争
分
析
に
基

づ
き
、
関
係
当
事
者
が
他
に
い
な
い
の
か
、
あ
る
い
は
適
切
な
紛
争
解
決
方
法
は
何
か
、
を
助
言
す
る
な
ど
、
言
わ
ば
紛
争
解
決
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
的
な
責
任
を
担
う
の
で
あ
る
。

第
三
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
当
事
者
を
最
後
の
一
線
で
解
決
へ
の
道
筋
に
繋
ぎ
と
め
る
役
割
を
果
た
す
、
と
い
う
方
向
性
で
あ
る
。
調
停

者
は
、
当
事
者
が
最
終
的
に
合
意
・
解
決
に
至
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
責
任
を
負
う
も
の
で
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も
、
責
任
を
負
う

べ
き
な
の
は
当
事
者
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
事
者
が
お
互
い
に
解
決
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
話
し
合
い
が
暗
礁
に
乗
り

上
げ
た
場
合
に
、
例
え
ば
「
も
う
少
し
、
お
互
い
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
、
そ
っ
と
肩
を
押
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
は
、
調
停
者
は

当
事
者
と
の
関
係
性
を
構
築
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
言
わ
ば
、
こ
の
関
係
性
を
梃
子
と
し
て
、
解
決
へ
の
道
筋
（
期
待
）
を
繋
ぎ
と
め
る
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
「
当
事
者
が
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
際
に
は
、
し
か
じ
か
の
方
法
を
と
る
」
と
技
法
化
し
た
と
た
ん
、
陳
腐
化
す
る
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こ
と
に
な
る
。
技
法
と
は
異
な
る
レ
ベ
ル
で
の
調
停
者
の
当
事
者
に
対
す
る
「
応
答
」
と
し
て
、
あ
く
ま
で
も
、

目
の
前
に
い
る
当
事
者

に
対
し
、
一
人
の
調
停
者
と
し
て
何
を
な
し
う
る
の
か

と
い
う
問
い
の
先
に
発
せ
ら
れ
る
言
葉
が
、
当
事
者
に
働
き
か
け
る
力
と
な
り
う

る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
が
、
ひ
い
て
は
当
事
者
と
調
停
者
と
の
「
信
頼
」
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
米
国
の
哲
学
者
ア

ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス
は
、

信
頼
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
あ
る
時
、
わ
た
し
は
健
康
状
態
に
つ
い
て
数
人
の
医
師
に
意
見
を
聞
い
た
の
だ
が
、
そ
の
う
ち
ひ
と
り
か
ふ
た
り
は
、
最
先
端
の
手
術

の
手
法
と
技
術
の
代
弁
者
と
し
て
話
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
だ
が
、
手
術
を
依
頼
す
る
と
決
め
た
医
師
に
対
す
る
信
頼
は
、

彼
女
と
い
う
リ
ア
ル
な
個
人
の
絆
だ
。
彼
女
の
見
識
や
動
機
は
わ
た
し
に
は
わ
か
ら
な
い
し
、
無
知
と
無
能
や
、
虚
言
と
悪
意
の
可
能
性

も
あ
る35

）」

手
法
と
技
術
の
代
弁
者
」
と
し
て
で
は
な
く
、

リ
ア
ル
な
個
人
」
と
し
て
向
き
合
う
こ
と
が
「
信
頼
」
に
は
不
可
欠
で
あ
る
、
と
い
う

リ
ン
ギ
ス
の
指
摘
は
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
一
種
の
「
命
が
け
の
飛
躍
」
と
「
勇
気
」
を
必
要
と
す
る
の
だ
が
、
調
停
に
お
い
て
当
事
者
が

調
停
者
を
「
信
頼
」
す
る
局
面
に
も
通
ず
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
信
頼
」
が
形
成
さ
れ
る
に
は
、

信
頼
さ
れ
る
側
」
が
「
信
頼

を
寄
せ
る
側
」
に
先
ん
じ
て
、

リ
ス
ク
を
賭
し
た
前
払
い36

）」
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
を
調
停
者
と
当
事
者
と
の
文
脈
に
置
き
換
え
る

な
ら
ば
、
調
停
者
は
、
調
停
の
帰
結
が
不
確
実
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
（
つ
ま
り
、
不
確
実
性
を
根
拠
に
調
停
を
実
施

し
な
い
と
い
う
選
択
を
取
り
う
る
に
も
関
わ
ら
ず
）、
調
停
者
と
し
て
話
し
合
い
を
実
施
し
、
当
事
者
を
解
決
に
繫
ぎ
と
め
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
調
停
者
は
、

当
事
者
は
最
終
的
に
自
己
解
決
能
力
を
備
え
て
い
る
は
ず
だ

と
「
信
頼
」
し
て
い
る
こ
と
を
、

当
事
者
に
「
信
頼
」
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、
三
つ
の
方
向
性
を
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
可
能
性
を
述
べ
た
に
過
ぎ
な
い
し
、
網
羅
的
な
も
の
で
も
な
い
。
ま
た
、
そ

れ
ぞ
れ
は
、
お
互
い
に
重
な
り
合
う
部
分
も
あ
る
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、

当
事
者
か
ら
見
た
調
停
者
と
は
何
者
か

と
い
う
、
本
稿
の
最
初
の
問
い
か
け
に
戻
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
稿
の
さ
し
あ

（法政研究79-３- ）334 542
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た
り
の
答
え
は
、

p
eer

（
対
等
者
、
仲
間
等
）
で
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
調
停
は
良
く
も
悪
く
も
、
そ
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
究

極
的
に
は
「p

eer m
ed
ia
tio
n

」
で
し
か
あ
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
し
か
も
そ
れ
は
、
調
停
者
が
当
事
者
を
仲
間
と
し
て
見
な
す
と
い

う
意
味
に
お
い
て
で
は
な
く37

）、
当
事
者
が
調
停
者
を
仲
間
と
見
な
す
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
の
当
事
者

が
調
停
者
を
仲
間
と
見
な
す
と
い
う
態
度
は
、
先
述
し
た
調
停
者
へ
の
「
信
頼
」
と
も
結
び
つ
い
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
調
停
は
、
当
事
者
の
強
力
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
引
き
出
さ
れ
る
（
担
保
さ
れ
る
）
限
り
に
お
い
て
成
立
す
る
。
調
停
者
の

弱

さ

が
意
味
す
る
こ
と
は
、
か
か
る
状
況
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
調
停
は
、
裁
判
と
対
比
し
て
「
迅
速
」
・
「
効
率
的
」
・
「
コ
ス
ト
が

低
い
」
と
い
う
意
味
で
の
「
オ
ー
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
」
で
は
な
い
し
、
感
情
に
配
慮
し
た
人
間
的
に
温
か
い
解
決
と
い
う
意
味
で
の
「
オ
ー
ル

タ
ナ
テ
ィ
ヴ
」
で
も
な
い
。
自
己
解
決
能
力
を
備
え
た
自
律
的
な
個
人
を
前
提
と
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま
た
当
事
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
裁
判
以
上
に
極
め
て
「
シ
ビ
ア
」
な
紛
争
解
決
方
法
で
あ
る
。
そ
の
点
を
理
解
し
た

上
で
、
調
停
を
用
い
た
紛
争
解
決
を
行
う
の
か
ど
う
か
、
当
事
者
に
十
分
な
説
明
と
選
択
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う38

）。

も
ち
ろ
ん
、
調
停
者
の

弱
さ

や
調
停
の

限
界

を
強
調
す
る
こ
と
が
、
直
ち
に
調
停
の
抱
え
る
問
題
の
解
消
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
調
停
者
の

弱
さ

は
、
プ
ロ
セ
ス
の
管
理
に
関
わ
る
「
技
法
」
を
相
対
化
し
た
上
で
も
な
お
ま
だ
残
り
う
る
、
調
停

者
の
役
割
を
逆
照
射
す
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
。

35
）

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス
（
岩
本
正
恵
訳
）『
信
頼
』

青
土
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
二
頁
。

36
）

ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
（
大
庭
健
・
正
村
俊
之
訳
）『
信
頼
｜
社
会
的
な
複
雑
性
の
縮
減
メ
カ
ニ
ズ
ム
』

勁
草
書
房
、
一
九
九
〇
年
）
七
七
頁
。
な

お
、
こ
れ
は
、

人
格
的
信
頼
」
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
調
停
は
裁
判
に
比
し
、

人
格
的
信
頼
」
に
よ
り
依
拠
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
調
停
も
制
度
と
し
て
存
立
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、

制
度
的
信
頼
」
に
も
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
調
停

の
「
制
度
的
信
頼
」
の
基
盤
は
、
調
停
者
の
「
人
格
的
信
頼
」
に
あ
る
、
と
筆
者
は
考
え
る
。

37
）

入
江
・
前
掲

註
22
）一
九
七
〜
一
九
九
頁
。

（79-３- ）543 335

調停者の 弱さ>が意味するもの（兼重）



38
）

当
事
者
へ
の
説
明
と
当
事
者
の
選
択
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
石
山
勝
巳
『
対
話
に
よ
る
家
庭
紛
争
の
克
服
｜
家
裁
で
の
ケ
ー
ス
ワ
ー

ク
実
践
』

近
代
文
藝
社
、
一
九
九
四
年
）
一
〇
一
〜
一
〇
二
頁
。

お

わ

り

に

最
後
に
、
本
稿
を
締
め
く
く
る
に
あ
た
り
、
第
一
節
で
示
し
た
二
つ
の
論
点
に
言
及
す
る
こ
と
で
、
本
稿
の
さ
し
あ
た
り
の
結
論
と
し
た

い
。
そ
の
二
つ
の
論
点
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に

調
停
の
場
・
プ
ロ
セ
ス
は
、
調
停
者
の
ミ
ク
ロ
な
権

力
行
使
に
対
し
、
謙
抑
的
な
構
造
で
あ
る
の
か

と
い
う
論
点
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に

問
題
解
決
の
主
体
が
当
事
者
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

調
停
者
は
当
事
者
か
ら
い
っ
た
い
い
か
な
る
役
割
を
担
う
者
と
し
て
期
待
さ
れ
る
の
か

と
い
う
論
点
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
論
点
も
、
既
存

の
調
停
論
が
ア
・
プ
リ
オ
リ
と
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
点
を
問
い
直
し
た
と
こ
ろ
に
、
本
稿
の
一
定
の
意
義
が
あ
る
。

さ
て
、
ま
ず
、
前
者
の
論
点
に
関
し
て
は
、

調
停
者
は
、
調
停
の
場
を
構
成
す
る
一
要
素
と
し
て
、
当
事
者
と
共
に
常
に
不
安
定
な
状

態
に
あ
る
。
ま
た
、
調
停
の
「
技
法
」
は
、
調
停
者
が
一
方
的
に
行
使
し
う
る
も
の
で
は
な
く
、
当
事
者
と
の
間
に
相
互
学
習
‖
循
環
が

あ
っ
て
、
は
じ
め
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
調
停
の
場
は
、
調
停
者
の
ミ
ク
ロ
な
権
力
行
使
に
対
し
、
か
な
り
謙
抑
的
な

構
造
で
あ
る

と
い
う
の
が
、
そ
の
答
え
で
あ
る
。

次
に
、
後
者
の
論
点
に
関
し
て
は
、

プ
ロ
セ
ス
管
理
と
し
て
の
「
技
法
」
を
相
対
化
し
た
上
で
、
調
停
者
に
は
、
①
解
決
に
は
拘
泥
せ

ず
、
当
事
者
の
主
体
的
な
「
語
り
」
が
展
開
で
き
る
場
を
保
障
す
る
役
割
、
②
調
停
の
話
し
合
い
に
先
立
っ
て
、
当
事
者
を
「
調
停
の
席
に

招
き
入
れ
る
」
役
割
、
③
当
事
者
を
最
後
の
一
線
で
解
決
へ
の
道
筋
に
繋
ぎ
と
め
る
役
割
、
と
い
う
三
つ
の
方
向
性
が
考
え
ら
れ
る

と
い

う
の
が
、
そ
の
答
え
で
あ
る
。
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以
上
の
よ
う
な
、
本
稿
の
議
論
は
、
直
ち
に
現
実
の
調
停
実
務
に
結
び
つ
く
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
と
は
言
え
、
調
停
実
務
等
へ
の
、

さ
し
あ
た
り
の
示
唆
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

一
、
第
二
節
で
も
提
示
し
た
よ
う
に
、
当
事
者
に
対
し
、
調
停
「
技
法
」
の
積
極
的
開
示
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
調
停
を
開
始
す

る
前
に
概
要
で
も
よ
い
の
で
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
調
停
者
は
技
法
を
プ
ロ
セ
ス
管
理
の
切
り
札
と
す
る
の
で
は
な
く
、
当
事
者
自

ら
が
積
極
的
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
す
る
た
め
の
契
機
と
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
い
う
一
般
化
さ
れ
た
学
習
形
式
で
調
停
者
を
養
成
し
て
い
る
よ
う
に
、
調
停
者
は
誰
で
も
な
り
う
る
と
こ
ろ
に

そ
の
意
義
が
あ
る
。
も
し
、
調
停
者
に
不
向
き
な
人
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
調
停
者
の
置
か
れ
る
不
安
定
な
状
況
‖
「
あ
い
ま

い
な
状
況
に
耐
え
ら
れ
な
い
人39

）」
つ
ま
り
「

弱
さ

に
耐
え
ら
れ
な
い
人
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
、
調
停
は
、
自
律
的
な
個
人
を
前
提
と
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
ま
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ス
ト
が
高
い
と
い
う
点
に
お

い
て
、
極
め
て
「
シ
ビ
ア
」
な
紛
争
解
決
方
法
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
当
事
者
に
十
分
に
説
明
し
た
上
で
、
当
事
者
の
主
体
的
な
選

択
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

思
う
に
、
調
停
は
、

法
化
社
会
」
の
鏡
像
の
よ
う
で
あ
る
。

法
化
社
会
」
へ
の
反
動
と
し
て
の
調
停
へ
の
過
剰
な
期
待
と
、
そ
れ
を
奇

貨
と
し
た
、
調
停
の
安
易
な
利
用
促
進
は
、
結
果
と
し
て
利
用
者
（
当
事
者
）
か
ら
の
調
停
に
対
す
る
信
頼
を
失
い
か
ね
な
い
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
論
じ
て
き
た
北
米
型
の
調
停
が
、
今
後
、
日
本
社
会
の
中
で
定
着
し
て
い
く
か
否
か
は
、
当
事
者
に
対
し
強
力
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
要
請
す
る
調
停
の
シ
ビ
ア
さ
を
踏
ま
え
つ
つ
、
市
民
が
自
覚
的
に
紛
争
解
決
手
段
を
選
択
し
て
い
く
環
境
を
作
り
出
し
う
る
か
に
、
か

か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る40

）。
し
か
し
そ
れ
は
、

シ
ビ
ア
な
線
引
き
を
乗
り
越
え
た
逞
し
い
当
事
者
（
市
民
）
が
選
択
す
る
「
私
的
自

治
」
に
基
づ
く
紛
争
解
決
空
間
と
は
、
一
種
の
「
ゲ
イ
テ
ッ
ド
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か

、
と
い
う
新
た
な
問
い

（79-３- ）545 337
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を
浮
上
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
言
え
、
か
か
る
問
い
を
浮
上
さ
せ
る
再
帰
性
こ
そ
が
、
新
た
な
調
停
の
可
能
性
を
常
に

開
い
て
い
く
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
逞
し
く
な
い
当
事
者
の
主
体
性
を
前
提
と
し
た
調
停
は
果
た
し
て
い
か
な
る
も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
う
る

の
か
、
と
。

39
）

中
井
久
夫
『
世
に
棲
む
患
者
』

筑
摩
書
房
、
二
〇
一
一
年
）
二
七
七
頁
。

40
）

例
え
ば
、
吉
田
勇
『
対
話
促
進
型
調
停
論
の
試
み
』

成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）
一
六
三
〜
一
七
〇
頁
は
、
対
話
促
進
型
調
停
が
普
及
す
る
た
め
の

社
会
的
条
件
と
し
て
、
私
的
自
治
に
基
づ
い
た
社
会
へ
の
成
熟
化
が
必
要
だ
と
す
る
。
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政
策
と
司

法
』、
商
事
法
務
、
一
九
一
〜
二
一
七
頁
。

石
山
勝
巳
（
一
九
九
四
）『
対
話
に
よ
る
家
庭
紛
争
の
克
服
｜
家
裁
で
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク
実
践
』、
近
代
文
藝
社
。

久
保
秀
雄
（
二
〇
〇
九
）

司
法
政
策
と
社
会
調
査
｜
Ａ
Ｄ
Ｒ
運
動
の
歴
史
的
展
開
を
め
ぐ
っ
て
」
鈴
木
秀
光
他
編
『
法
の
流
通
』、
慈
学
社
出
版
、
五
二
九

〜
五
五
一
頁
。

レ
ビ
ン
小
林
久
子
訳
・
編
（
二
〇
〇
三
）『
紛
争
管
理
論
｜
新
た
な
視
点
と
方
向
性
』、
日
本
加
除
出
版
。

レ
ビ
ン
小
林
久
子
（
二
〇
〇
六
）

分
配
か
ら
承
認
、
そ
し
て
再
度
統
合
へ
｜
紛
争
解
決
プ
ロ
セ
ス
の
重
層
性
に
つ
い
て
」『
法
政
研
究
』
第
七
二
巻
第
四
号
、

八
九
五
〜
九
二
四
頁
。

レ
ビ
ン
小
林
久
子
（
二
〇
〇
七
）

苦
情
相
談
に
お
け
る
調
停
的
解
決
に
つ
い
て
｜
歴
史
的
展
開
と
そ
の
有
用
性
」『
ち
ょ
う
せ
い
』
第
四
八
号
、
二
〜
一
一

頁
。

レ
ビ
ン
小
林
久
子
（
二
〇
一
一
）『
解
説
・
同
席
調
停
｜
そ
の
流
れ
と
技
法
』、
日
本
加
除
出
版
。

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス
〔
岩
本
正
恵
訳
〕

二
〇
〇
六
）『
信
頼
』、
青
土
社
。

ニ
ク
ラ
ス
・
ル
ー
マ
ン
〔
大
庭
健
・
正
村
俊
之
訳
〕

一
九
九
〇
）『
信
頼
｜
社
会
的
な
複
雑
性
の
縮
減
メ
カ
ニ
ズ
ム
』、
勁
草
書
房
。

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
Ｗ
・
ム
ー
ア
〔
レ
ビ
ン
小
林
久
子
訳
・
編
〕

二
〇
〇
八
）『
調
停
の
プ
ロ
セ
ス
｜
紛
争
解
決
に
向
け
た
実
践
的
戦
略
』、
日
本
加
除
出

版
。

中
井
久
夫
（
二
〇
一
一
）『
世
に
棲
む
患
者
』、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
。

中
村
芳
彦
（
二
〇
〇
七
）

紛
争
処
理
過
程
に
お
け
る
第
三
者
の
役
割
」、
山
本
顯
治
編
『
法
動
態
学
叢
書
・
水
平
的
秩
序
第
四
巻

紛
争
と
対
話
』、
法
律
文

化
社
、
一
一
六
〜
一
四
三
頁
。

西
田
英
一
（
二
〇
〇
六
）「
紛
争
へ
の
第
三
者
関
与
｜
接
触
し
変
形
す
る
主
体
と
声
」、『
法
社
会
学
』
第
六
四
号
、
一
三
〇
〜
一
三
九
頁
。

西
田
英
一
（
二
〇
〇
七
）

紛
争
過
程
に
お
け
る
当
事
者
の
声
｜
自
主
的
解
決
支
援
の
罠
と
可
能
性
」、
山
本
顯
治
編
『
法
動
態
学
叢
書
・
水
平
的
秩
序
第
四

巻

紛
争
と
対
話
』、
法
律
文
化
社
、
一
四
四
〜
一
六
一
頁
。

菅
原
郁
夫
（
二
〇
一
〇
）「
心
理
学
的
な
視
点
か
ら
見
た
調
停
技
法
の
意
義
」、『
仲
裁
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
』
第
五
号
、
一
一
八
〜
一
二
四
頁
。
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高
橋
裕
（
二
〇
〇
七
）

家
事
調
停
の
動
態
学
」、
山
本
顯
治
編
『
法
動
態
学
叢
書
・
水
平
的
秩
序
第
四
巻

紛
争
と
対
話
』、
法
律
文
化
社
、
一
八
〇
〜
一
九

九
頁
。

高
橋
裕
（
二
〇
〇
八
）「B

o
th S

id
es N

o
w

｜
交
互
面
接
方
式
調
停
と
同
席
方
式
調
停
」、『
仲
裁
と
Ａ
Ｄ
Ｒ
』
第
三
号
、
八
九
〜
九
八
頁
。

高
橋
裕
（
二
〇
一
一
）

Ａ
Ｄ
Ｒ
と
ト
ラ
ブ
ル
・
紛
争
」、『
法
律
時
報
』
八
三
巻
七
号
、
一
一
〜
一
七
頁
。

上
野
千
鶴
子
（
二
〇
一
一
）『
ケ
ア
の
社
会
学
｜
当
事
者
主
権
の
福
祉
社
会
へ
』、
太
田
出
版
。

和
田
仁
孝
（
一
九
九
九
）

言
説
制
御
を
め
ぐ
る
支
配
と
抵
抗
｜
同
席
調
停
の
意
義
と
可
能
性
」、
井
上
治
典
・
佐
藤
彰
一
編
『
現
代
調
停
の
技
法
｜
司
法
の

未
来
』、
判
例
タ
イ
ム
ズ
社
、
三
〇
八
〜
三
一
七
頁
。

和
田
仁
孝
（
二
〇
〇
七
）

紛
争
解
決
の
技
法
と
は
な
に
か
｜
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
に
埋
め
込
ま
れ
た
知
」、
山
本
顯
治
編
『
法
動
態
学
叢
書
・
水
平
的
秩
序
第
四
巻

紛
争
と
対
話
』、
法
律
文
化
社
、
九
九
〜
一
一
五
頁
。

和
田
仁
孝
編
（
二
〇
〇
七
）『
Ａ
Ｄ
Ｒ
｜
理
論
と
実
践
』、
有
斐
閣
。

ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ン
ズ
レ
イ
ド
、
ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
モ
ン
ク
〔
国
重
浩
一
・
バ
ー
ナ
ー
ド
紫

訳
〕

二
〇
一
〇
）『
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
エ
ー
シ
ョ
ン
｜
調
停
・

仲
裁
・
対
立
解
決
へ
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
』、
北
大
路
書
房
。

山
田
文
（
二
〇
〇
一
）

調
停
に
お
け
る
私
的
自
治
の
理
念
と
調
停
者
の
役
割
」、『
民
事
訴
訟
雑
誌
』
第
四
七
号
、
二
二
八
〜
二
三
四
頁
。

山
田
恵
子
（
二
〇
〇
九
）

リ
ア
リ
テ
ィ
と
し
て
の
法
と
心
理
｜
法
律
相
談
を
素
材
と
し
て
」、『
神
戸
法
学
年
報
』
第
二
五
号
、
三
七
〜
一
三
二
頁
。

山
本
和
彦
・
山
田
文
（
二
〇
〇
八
）『
Ａ
Ｄ
Ｒ
仲
裁
法
』、
日
本
評
論
社
。

吉
田
勇
（
二
〇
一
一
）『
対
話
促
進
型
調
停
論
の
試
み
』、
成
文
堂
。
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